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県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
弓
道
の
部
で

太
田
中
が
団
体
の
部
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。ま
た
、
個
人
の
部（
男
子
）で
も
中
村

呼
生
さ
ん
（
太
田
中
2
年
）
が
優
勝
し
ま

し
た
。

●
団
体
戦
メ
ン
バ
ー（
太
田
中
）：

　
中
村
呼
生
さ
ん（
2
年
）

　
根
本
瑠
惟
さ
ん（
2
年
）

　
馬
場
大
輝
さ
ん（
2
年
）

県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

弓
道
の
部
で
優
勝

（左から）中村さん、根本さん、馬場さん

（上段左から）飯田さん、角田さん、安島さん
（下段左から）加藤さん、稲邊さん、木村さん
＊生天目さんは当日欠席

県
発
明
工
夫
展
で
入
賞

男
子
第
56
回
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

で
太
田
中
が
3
位
に
入
賞
、生
天
目
温
さ

ん
（
金
砂
郷
中
２
年
）
が
第
１
区
で
区
間

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。太
田
中
は
関
東
大

会
で
、15
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

●
太
田
中
選
手
：

　
木
村
駿
太
さ
ん（
2
年
）

　
角
田
瑛
斗
さ
ん（
3
年
）

　
飯
田
ケ
ビ
ン
さ
ん（
2
年
）

　
加
藤
滉
隆
さ
ん（
3
年
）

　
安
島
唯
人
さ
ん（
2
年
）

　
稲
邊
拓
真
さ
ん（
3
年
）

県
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
で
入
賞

第
48
回
茨
城
新
聞
小
学
生
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
、後
藤
鈴
奈
さ
ん（
久
米
小

5
年
）が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。「
学
校

で
先
生
が
戦
争
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
い

て
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
で『
ヒ

ロ
シ
マ
消
え
た
か
ぞ
く
』
と
い
う
本
を
選

び
感
想
文
を
書
き
ま
し
た
。短
い
夏
休
み

に
本
を
読
ん
で
感
想
文
を
書
く
の
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
賞
を
も
ら
え
て
嬉
し
い

で
す
」（
後
藤
さ
ん
）

第
64
回
県
発
明
工
夫
展
で
、石
川
莉
穂
さ

ん
（
水
府
小
４
年
）
が
「
カ
サ
用
ス
ポ
ン

ジ
」を
制
作
し
、
県
商
工
会
連
合
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
雨
の
日
の
ス
ー

パ
ー
で
濡
れ
た
傘
を
ど
う
し
よ
う
か
と

困
っ
た
時
に
、
絞
る
と
す
ぐ
に
水
分
が
な

く
な
り
持
ち
運
び
に
も
便
利
な
ス
ポ
ン
ジ

が
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。ま
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ん
だ
ら
、

発
明
工
夫
に
挑
戦
し
ま
す
」（
石
川
さ
ん
）

＊
カ
サ
用
ス
ポ
ン
ジ
：
ス
ポ
ン
ジ
の
真
ん

中
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
濡
れ
た
傘
を
先

か
ら
持
ち
手
ま
で
通
し
て
水
分
を
吸
い

取
る
。使
用
後
は
水
分
を
絞
り
、
持
ち
運

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

小
学
生
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

おめでとうございます
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おめでとうございます

10
月
31
日
、11
月
1
日
に
行
わ
れ
た
春
高

バ
レ
ー
の
茨
城
県
予
選
会
で
日
立
二
高

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
優
勝
し
、春
高

バ
レ
ー
2
0
2
1
へ
茨
城
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。本
市

か
ら
、
佐
竹
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
出

身
の
3
人
の
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
石
﨑
愛
香
さ
ん（
3
年
）

　
木
村
愛
実
さ
ん（
3
年
）

　
須
田
愛
香
さ
ん（
2
年
）

（左から）大畠監督、須田さん、石﨑さん、木村さん

本
市
の
選
手
が
春
高
バ
レ
ー
へ
出
場

佐
竹
小
が
令
和
２
年
度
花
と
緑
の
環
境

美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事
賞
、
令
和
２

年
度
い
ば
ら
き
理
科
教
育
振
興
事
業
表

彰
で
理
科
教
育
優
秀
校
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
佐
竹
小
の
子
ど
も
た
ち
と
職
員
が

全
員
で
い
た
だ
い
た
賞
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
」（
平
根
校

長
） 佐

竹
小
が
環
境
美
化
・

理
科
教
育
振
興
に
お
い
て
入
賞

令
和
２
年
度
優
秀
教
職
員
表
彰
で
、世
矢

中
で
国
語
を
担
当
し
て
い
る
大
藤一也
先

生
が
優
秀
教
員
に
加
え
て
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

オ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
と
は
優
秀
教
員
の
中
で
、
特
に

継
続
的
な
実
践
で
効
果
を
あ
げ
、
他
の
教

員
の
指
導
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
教

員
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。「
今
後
も
子

ど
も
た
ち
が
分
か
る
授
業
、
さ
ら
に
お
も

し
ろ
み
を
加
え
た
授
業
を
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
」（
大
藤
先
生
）

県
優
秀
教
職
員
表
彰

地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表

彰
者
が
決
定
し
、谷
河
原
町
会
長
の
篠
原

勝
幸
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、
自
治
会
な
ど
の
代
表
者
を
長
年
に
わ

た
っ
て
務
め
、
地
域
的
な
共
同
活
動
を
通

じ
て
良
好
な
地
域
社
会
の
維
持
お
よ
び

形
成
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
、全
国
で
１
５
０
人
、県
内
か

ら
は
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。「
平
成

16
年
４
月
か
ら
町
会
長
を
務
め
て
き
ま

し
た
。町
会
長
と
し
て
安
心
・
安
全
で
、

明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
」（
篠
原
さ
ん
）

自
治
振
興
貢
献
で
総
務
大
臣
表
彰
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おめでとうございます

10
月
24
・
25
日
に
ひ
た
ち
な
か
市
で
開
催
さ
れ
た
春

季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
茨
城
県

予
選
に
、久
米
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出

場
し
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
（
３
年
連
続
４
度

目
）。同
少
年
団
は
、３
月
に
山
口
県
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
茨
城
県
予
選
で
優
勝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
実
施
に
あ
た
り
、
地

域
の
犯
罪
予
防
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
た
功

績
を
た
た
え
、（
株
）
か
わ
ね
や
フ
ェ
ス
タ
店
に
水

戸
保
護
観
察
所
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
取
り
組
み
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

民
間
協
力
者
を
表
彰

11
月
13
日
、
す
い
ふ
・
ひ
ま
わ
り
工
房
が
令
和
2

年
度
茨
城
県
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。県
表
彰
功
績

者
表
彰
（
団
体
）
は
社
会
貢
献
活
動
や
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
だ
団
体
を
称
え
る
も
の
で
す
。

す
い
ふ
・
ひ
ま
わ
り
工
房
は
多
年
に
わ
た
り
、
地

元
野
菜
・
果
物
の
加
工
品
開
発
や
、障
害
者
支
援

事
業
所
と
協
力
し
た
農
福
連
携
に
取
り
組
み
、
県

産
食
材
の
魅
力
P
R
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

す
い
ふ
・
ひ
ま
わ
り
工
房
が
県
表
彰　
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TOPICS

常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
避
難
所
の
開

設
・
運
営
に
つ
い
て
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
瑞
龍
町

の
方
が
参
加
し
、
実
際
の
避
難
時
と
同

じ
よ
う
に
受
付
や
体
温
測
定
、
健
康

チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
記
入
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
避
難
の
流
れ

が
分
か
っ
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベッ
ド
や
マ
ッ

ト
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

12
月
11
日
、
久
米
幼
稚
園
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
米
の
郷
住
み
良
い
地
域
を
つ
く
る
会

と
社
会
福
祉
協
議
会
久
米
支
部
の
皆
さ

ん
が
ル
ー
ル
を
説
明
し
、
園
児
た
ち
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
。
地
域
の
皆

さ
ん
が
用
意
し
た
新
し
い
子
ど
も
用
ク

ラ
ブ
を
使
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
、
ま

た
や
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校
で

避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

宝
く
じ
助
成
金
で

地
域
集
会
所
を
整
備

東
連
地
町
会
で
は
、（一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
宝

く
じ
助
成
金
を
受
け
、
東
連
地
町
の
地

域
集
会
所「
東
連
地
公
会
堂
」を
整
備
し
、

11
月
28
・
29
日
に
完
成
お
披
露
目
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
町
会
で
は
、「
宝
く
じ

助
成
金
を
受
け
て
整
備
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、
大
切
に
使
用
し
て
い
き
た
い
。

地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
も
有
効
に
活
用
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
、

地
域
活
動
に
必
要
な
施
設
や
備
品
な
ど

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

東
連
地
公
会
堂
に

総
合
案
内
板
を
設
置

11
月
28
日
、
新
た
に
竣
工
し
た
東
連
地

公
会
堂
に
地
域
の
お
宝
（
地
域
資
源
）

を
案
内
す
る
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
回
設
置
し
た「
東
連
地
町
散
策
マ
ッ
プ
」

に
は
、
東
連
地
町
が
平
成
29
年
か
ら
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
に
取
り
組
み
、
地
元

の
方
々
が
見
つ
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ

ろ
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
歴
史
と
自
然
あ
ふ

れ
る
東
連
地
町
を
散
策
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。



12
月
23
日
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
と

市
役
所
に
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

さ
と
み
の
皆
さ
ん
か
ら
、
門
松
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。「
今
年
同
セ
ン
タ
ー
で
は

16
基
の
門
松
を
制
作
し
ま
し
た
。
１
基

作
る
の
に
、
数
名
で
１
日
以
上
は
か
か
り

ま
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

12

門
松
を
設
置

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱

TOPICS
12
月
1
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
、
佐
藤
寛
之
さ
ん
が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
に
は

市
へ
の
移
住
定
住
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
２
月
に
開
園
、
平
成
31
年
４
月

よ
り
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
。

園
舎
も
広
く
新
し
く
、
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。
０
〜
６
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
お
預

か
り
し
、「
知
・
情
・
体
」
三
位
一
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
保
育
、
教
育
を
提
供
し

て
い
る
ほ
か
、
延
長
保
育
、
病
児
保
育
、

休
日
保
育
、一時
保
育
、
学
童
保
育
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
で
、
責
任
を
も
っ
て
子
ど
も

を
預
か
り
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
情

操
教
育
の一環
と
し
て
年
長
児
が
取
り
組
ん

で
い
る
和
太
鼓
は
み
ん
な
で一つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
る
大
変
さ
や
、
完
成
し
た
時
の

達
成
感
、
充
実
感
な
ど
精
神
面
で
大
き
く

成
長
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
英
語

教
育
と
し
てG

rapeSEED

を
導
入
し
、

話
せ
る
英
語
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
常
陸
太
田
市
を
さ
ら
に
発
展
に
導
く

未
来
の
子
ど
も
達
を
育
成
す
る
企
業
で
す
。

未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
達
の
育
成

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

社会福祉法人 聖愛会
太田さくら認定こども園
[ 本社 ] 中城町 4451

《企業データ》
代表者：理事長　佐藤典子
資本金：なし
TEL：33-7111

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業



国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気

や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

よ
く
あ
る
質
問
に
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
答
え

し
ま
す
。

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
、
原
則
と
し
て
届
出

は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
20
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
翌
週
末
に
、
日
本
年
金
機
構

か
ら「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」、「
納

付
書
」、「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
等

が
送
付
さ
れ
ま
す
（
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
の
加
入
者
を
除
く
）。
そ
の
後
1
週
間

ほ
ど
で
「
年
金
手
帳
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

と
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
の
方
で
、
本
人
の
所
得
が一定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

＊
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す

る
方
に
限
り
ま
す
。

＊
申
請
に
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
（
学
生
証
の
写
し
等
）
の

添
付
が
必
要
で
す
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が一定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
免
除
・
猶
予
等
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
追
納
を
ご
希
望
の
方
は
、

市
役
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

納
付
書
、
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
前
納
制

度
に
は
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

家
族
が
代
わ
り
に
保
険
料
を
納
め
た
場

合
は
、
納
め
た
方
が
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
（
１
６
５
４
０
円
／

月
額
＊
令
和
２
年
度
）
に
加
え
て
、
毎
月

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込
み
を

し
た
月
分
か
ら
で
す
。付
加
年
金（
年
額
）

は
、「
付
加
保
険
料
納
付
月
数
×
２
０
０

円
」
で
計
算
し
ま
す
。
年
金
を
受
け
取

り
始
め
て
２
年
で
、
納
付
し
た
付
加
保

険
料
の
合
計
額
に
見
合
う
付
加
年
金
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
年
を
とっ
た
と
き
の
「
老

齢
年
金
」
の
ほ
か
、
不
測
の
事
態
に
備
え

る
「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
が
あ

り
ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
加
入
中
に
病
気
や
事
故
で
障

害
を
負
っ
て
働
け
な
く
な
る
な
ど
、一
定

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
間
に
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

万一本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
残
さ

れ
た
子
や
子
の
あ
る
配
偶
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

国民年金通信
【
各
種
手
続
き
先
】

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）、
各
支
所

【
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
】

日
本
年
金
機
構 
水
戸
北
年
金
事
務
所

（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

Q

国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
し
な
い

か
は
、
本
人
の
自
由
で
す
か
？

Q

加
入
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
必
要
で
す
か
？

Q

保
険
料
を
収
め
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Q

保
険
料
を
安
く
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
？

Q

保
険
料
を
納
め
る
と
、
税
金
が
安

く
な
る
っ
て
本
当
で
す
か
？

Q

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Q

年
金
は
、
年
を
と
っ
て
か
ら
し
か

も
ら
え
な
い
の
で
す
か
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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＊新型コロナウイルス感染症対策のため、

「事前予約制」となります。

ご理解、ご協力をお願いします。

市・県民税の
申告相談を行います

２月10日から３月15日まで

◆ 予約専用電話番号：
＊予約受付は上記の電話番号のみとなります。
◆ 電話受付期間：1月20日～3月15日（午前8時30分～午後5時15分）
＊土日、祝日は除く。ただし、2月28日（日）、3月7日（日）は受付します。

＊予約をした時間の10分前までに会場にて受付を済ませてください。予約の時間を過ぎた場合には、いかなる理由に
関わらず、予約の取り消しとなりますのでご注意ください。なお、時間を過ぎた場合には、再度予約をお願いします。
＊会場へ入場できるのは、予約時間の40分前からとなります。ただし、申告相談の状況によっては、入場制限をさせて
いただく場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

0294-85-6900
予約の方法：電話で事前に予約をお願いします。

・マスクの着用、手指の消毒等、感染予防対策にご協力をお願いします。
・申告会場では、検温、手指の消毒等を実施します。体温が37.5度以上の場合やマスクを着用していない方は
入場できません。体調の優れない方は来訪をお控えください。

◆新型コロナウイルス感染症対策

市・県民税申告相談日程
市役所本庁

会場：大会議室（３階）

２月

3月

17日（水）

22日（月）

26日（金）

28日（日）

1日（月）

2日（火）

3日（水）

4日（木）

水府支所
会場：3階

２月 18日（木）

19日（金）

金砂郷支所
会場：会議室

２月 10日（水）

12日（金）

15日（月）

16日（火）
里美支所

会場：東庁舎大会議室（2階）

２月 24日（水）

25日（木）

申告相談時間  午前9時～正午、午後1時～4時

＊各支所開設日の予約は、原則として
  その地区に住んでいる方を優先して受付します。

3月 5日（金）

7日（日）

8日（月）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

15日（月）
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◆
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

令
和
３
年
1
月
1
日
現
在
で
市
内
に
居
住
し

て
い
た
方
で
、次
に
該
当
す
る
方
は
原
則
と
し

て
申
告
が
必
要
で
す
。

●
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
る
方

●
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
に
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方（
勤
務
先
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）

●
退
職
者
な
ど
で
給
与
の
年
末
調
整
が
さ
れ

て
い
な
い
方

●
公
的
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、医

療
費
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
の
追
加
が
あ
る

方●
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
所
得

の
あ
る
方

＊
農
業
に
係
る
申
告
は
、販
売
が
な
く
自
家
消

費
の
み
の
方
は
申
告
を
省
略
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

◆
次
の
方
は
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
済
で
勤
務
先

が
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方

●
令
和
２
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
太

田
税
務
署
に
提
出
す
る
方

●
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、次
に
該
当
す

る
方
（
所
得
控
除
に
関
わ
ら
ず
市
・
県
民
税

は
非
課
税
と
な
り
ま
す
）

▽
65
歳
以
上
の
場
合
…
公
的
年
金
収
入
１
４

８
万
円
以
下
の
方

前
年
の
確
定
申
告
を
行
っ
た
方
を
対
象

に
、
国
税
庁
か
ら「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
」
は
が
き
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。は

が
き
が
届
か
な
い
な
ど
に
つ
い
て
は
太

田
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
確
定
申
告
書
等
の
用
紙
や
収
支
内
訳

書
等
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
や
プ
リ
ン
タ
の
な
い
方
で
用
紙

が
必
要
な
方
は
、
太
田
税
務
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い（
申
告
期
間
中
は
、
市

役
所
・
各
支
所
の
申
告
会
場
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
）。

◆
問
：
太
田
税
務
署（
72
‐
2
1
7
1
）

確
定
申
告
書
の
用
紙
に
代
え
て
、

は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す

▽
65
歳
未
満
の
場
合
…
公
的
年
金
収
入
98
万

円
以
下
の
方

●
同一世
帯
の
方
が
申
告
し
て
お
り
、
そ
の
扶

養
に
入
っ
て
い
る
方

＊
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
と
き
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
次
の
内
容
は
太
田
税
務
署
で
申
告
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
の
申
告

●
青
色
申
告

●
株
式
・
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
所
得
、
先

物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
申
告

●
退
職
所
得
を
除
く
所
得
の
合
計
が
2
千
万

円
以
上
の
申
告

●
災
害
関
連
等
の
雑
損
控
除
の
申
告

●
事
業
に
よ
る
収
入
が
1
千
万
円
を
超
え
る

申
告

＊
こ
の
ほ
か
に
つ
い
て
も
内
容
に
よ
り
、
税
務

署
で
の
申
告
相
談
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
申
告
に
必
要
な
も
の（
＊
印
は
、
該
当
が
あ

る
場
合
の
み
）

●
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）

●
申
告
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号
が
分
か
る

も
の

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
＊

●
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
＊

●
事
業
（
営
業
・
農
業
）、
不
動
産
の
収
入
金

額
や
必
要
経
費
が
分
か
る
も
の
（
事
前
に
収

支
内
訳
書
を
作
成
し
、
領
収
書
や
帳
簿
な
ど

と一緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）＊

●
障
害
者
手
帳
等
＊

●
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
令
和
２
年
分
の

申
告
か
ら
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
添
付

が
必
須
と
な
り
ま
す
。事
前
に
明
細
書
を
作

成
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。明
細
書
が
無
い

場
合
は
、控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）＊

●
生
命
保
険
料
等
の
各
種
控
除
の
証
明
書
＊

●
そ
の
ほ
か
収
入
・
経
費
の
わ
か
る
書
類
＊

◆
郵
送
に
よ
る
市
・
県
民
税
の
申
告
書
の
提

出
に
つ
い
て

前
年
の
市
・
県
民
税
申
告
が
あ
っ
た
方
を
対

象
に
、
１
月
末
日
に
市
・
県
民
税
申
告
書
を

郵
送
予
定
で
す
。申
告
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
、
必
要
書
類
の
写
し
等
を
添
付

し
、同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
申
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

◆
市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

２
月
１
日
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
が
可
能
で

す
。

申告がないと所得証明書や非課税証明書等の発行、国民健康保険税等の軽減判定などに影響がある場合があります。また、保育料や市営
住宅入居等の算定の基にもなりますので、必要な方は所得がなかった旨の申告をしてください。

収入が全くない方も申告が必要です

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
市
・

県
民
税
申
告
書
作
成
方
法

❶「
常
陸
太
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
へ
ア

ク
セ
ス

❷「
く
ら
し
」↓「
税
・
税
証
明
な
ど
」↓

「
令
和
3
年
度
（
令
和
2
年
分
）
市
県
民

税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
」↓「
市
・
県

民
税
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」か
ら
申
告

書
を
作
成

❸
申
告
書
を
印
刷
し
て
、
必
要
書
類
を

添
付
し
、税
務
課
市
民
税
係
へ
提
出

◆
申
・
問
：
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線

2
1
1
・
2
1
3
）
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16

施
行
令
の一部
を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
２

年
９
月
４
日
に
公
布
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
税
に
係
る
改
正
が
令
和
３
年
１
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正

● 

市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
…
市
里
美
カ
ン
ト

リ
ー
牧
場
に
お
け
る
施
設
の
新
設
及
び
そ

の一部
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正

● 
市
肉
用
牛
特
別
導
入
事
業
基
金
条
例
…

基
金
の
運
用
を
終
了
す
る
た
め
廃
止

● 

市
金
砂
郷
地
区
学
校
建
設
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
…
基

金
の
運
用
を
終
了
す
る
た
め
廃
止

● 

市
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
…
基
金
の

運
用
を
終
了
し
、
学
校
教
育
施
設
整
備
の

財
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
廃
止

● 

市
子
育
て
支
援
施
設
及
び
山
吹
運
動
公
園

親
水
広
場
…
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
結
（
令
和
３
年
４

月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日
）

● 

市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
…
（
公
社
）

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
令
和
３
年

４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
）

● 

市
里
美
風
力
発
電
設
備
解
体
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
…
里

美
風
力
発
電
設
備
の
解
体
に
必
要
な
資
金

を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る

た
め
制
定

● 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
市

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
…
人
事
院
勧
告
に

準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
伴
い
、
本

市
職
員
の
給
与
を
改
正
す
る
た
め
改
正

● 

市
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の
設
置
、
管

理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
…
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
資
す
る
財
産
と
し
て
有
効
に

活
用
す
る
た
め
改
正

● 

市
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
対
策
基
金
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
…
基
金
を

よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
改
正

● 

市
印
鑑
条
例
及
び
市
手
数
料
条
例
…
証

明
書
等
の
取
得
に
あ
た
り
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
２
月
１

日
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
こ
と
に
伴
い
改
正

● 

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
…
地
方
税
法

● 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
…
１

億
５
４
５
４
万
１
千
円
を
追
加

● 

一般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
…
１
０

４
１
万
円
を
追
加

● 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
…
２
３
８
０
万
５
千
円
を
減
額

● 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
…
７
１
２
万
５
千
円
を
減
額

● 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
…
８
７
９
万
５
千
円
を
追
加

● 

簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
…
６
万
３
千
円
を
追
加

● 

下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
…
４
２
３
３
万
９
千
円
を
追
加

● 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
…
斎
藤
広
美
氏
を
選
任

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…
宇
野

保
雄
氏
を
推
薦

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…
古
川

正
美
氏
を
推
薦

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…
白
井

正
美
氏
を
推
薦

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…
小
林

む
つ
子
氏
を
推
薦

● 

市
総
合
福
祉
会
館
…
（
株
）
暁
恒
産
（
令

和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日
）

● 

市
営
里
美
斎
場
…
（一財
）
里
美
ふ
る
さ

と
振
興
公
社
（
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令

和
４
年
３
月
31
日
）

● 

市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設
…（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）Body Products

（
令
和
３
年
４

月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
）

● 

市
西
金
砂
そ
ば
の
郷
、
西
金
砂
湯
け
む

り
の
郷
及
び
物
産
セ
ン
タ
ー
こ
め
工
房
…

常
陸
農
業
協
同
組
合
（
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
）

● 

市
農
畜
産
物
等
加
工
施
設
…
（一
財
）

里
美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
（
令
和
３
年
４

月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
）

● 

県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
の
移
管
に
伴

い
現
況
市
道
の
整
理
を
行
う
た
め
５
路
線

を
廃
止

● 

県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
の
移
管
に
伴

い
市
道
路
線
の
整
理
を
行
う
た
め
１
路
線

を
変
更

● 
県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
の
移
管
に
伴

い
市
道
路
線
の
整
理
を
行
う
た
め
２
路
線

を
認
定

◇
人
事
案
件

◇
市
道
路
線
の
認
定

第7回市議会定例会
◇
条
例
の一部
改
正

◇
令
和
２
年
度
補
正
予
算

◇
指
定
管
理
者
の
指
定

◇
市
道
路
線
の
廃
止

◇
条
例
の
廃
止

令
和
２
年
第
７
回
市
議
会
定
例
会
は
11
月
30
日
〜
12

月
15
日
ま
で
開
催
。議
案
32
件
が
提
出
さ
れ
、い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
条
例
の
制
定

◇
市
道
路
線
の
変
更
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西染生活改善センター
西染町783

コンビニ
●

至太田市街

北消防署

山
田
川

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

113

【
ス
タ
ー
ト
】 

西
染
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

▼
距
離
…
約
3
．5
km

▼
時
間
…
約
2
時
間

西
染
町
北
部

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
西
染
町
北
部

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

西
染
町
は
市
役
所
水
府
支
所
の
西
側
、

山
田
川
の
対
岸
に
位
置
し
、
緑
の
深
い

森
林
、
綺
麗
な
田
園
風
景
、
山
田
川
の

せ
せ
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
、
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
。
近
く
に
は
綺
麗
に
整
備

さ
れ
た
林
道
も
あ
り
、
森
林
浴
を
楽
し

み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
も
ち
ろ

ん
、
ち
ょっ
と
し
た
ド
ラ
イ
ブ
に
も
お
す

す
め
で
す
。

寒
さ
厳
し
く
、
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
な

季
節
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
西
染

町
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

稲荷神社❶

スタートして西染生活改善センターから北
上し、最初に右手に見えてくるのは稲荷神社
です。今も地域で大切に手入れされている
氏神様だそうです。

淡島神社❷

縁結び・子宝・安産・裁縫の神として主に女性に
信仰されています。如意輪観音、二十三夜尊が傍
らにあり、かつてはそれぞれ別々のところにあっ
たものが、現在の場所に移されたようです。

愛宕神社❸

山道を登ると見えてくる愛宕神社は火の神
様として古くから信仰され、毎年1月24日に
は、御神酒を奉納し供養する祭礼が行われ
ているそうです。

石仏群❹

染沢橋という橋を渡ると右手に馬頭神など
の石仏があります。この地域でかつて大切
にされていた馬を供養するために建てられ
たそうです。

石仏群❺

沢を挟んだ先に石仏群が見えます。ここに
は馬頭観音などの石仏が12体置かれ、近く
に馬のお墓（馬捨場）があることから、供養
として建てられたそうです。

西染町へ
ぜひお越しください！

♪

❶

❹

❺

❸

❷

36

36

至大子町

17

ここで
Uターン

染沢橋
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就
職
活
動
中
の
学
生
の
不
安
に
つ
け
込
み
、
セ
ミ
ナ
ー
や
就
活
塾
、

ビ
ジ
ネ
ス
教
材
な
ど
を
契
約
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
近
年
増
加
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
ら
れ
て
も
安
易
に
個
人
情
報
を
伝
え

ず
、
利
用
目
的
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
必
要
が
な
い
と
思
う
契

約
に
は
、
先
輩
や
知
人
か
ら
勧
誘
さ
れ
て
も
、
ハ
ッ
キ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。
契
約

し
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取
消
し
な
ど
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
不
安
を
感
じ
た
と
き
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

就
活
相
談
会
の
帰
り
、
就
活
生
の
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を

求
め
ら
れ
、
氏
名
や
電
話
番
号
を
教
え
た
。
そ
の
後
、
電
話
で
就

活
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
に
来
な
い
か
と
何
度
か
誘
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
会

場
で
あ
る
営
業
所
に
出
向
き
、
就
活
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
。
帰
り
が
け
に
次

の
セ
ミ
ナ
ー
の
勧
誘
を
受
け
た
が
、
入
会
金
が
約
２
万
円
必
要
な
こ
と
や
受
講

額
が
月
額
約
２
万
円
か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
親
に
相
談
し
た
い
、一度
帰
っ

て
考
え
た
い
」
と
断
っ
た
が
、「
親
に
相
談
し
な
い
と
決
め
ら
れ
な
い
の
は
自
覚

が
足
り
な
い
」
な
ど
と
恫
喝
さ
れ
た
。
断
っ
て
も
執
拗
に
勧
誘
さ
れ
て
３
時
間
が

経
過
し
、
契
約
し
な
い
と
帰
れ
な
い
と
思
い
、
口
頭
で
申
し
込
む
と
言
っ
て
帰
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
や
っ
ぱ
り
解
約
し
た
い
。

就
活
の
不
安
に
つ
け
込
む
セ
ミ
ナ
ー
や
儲
け
話
等
の
勧
誘
に
注
意
！

新型コロナウイルス感染症に関するご案内
新型コロナウイルスに感染しない、させないために、「マスクの着用」「３密の回避」「手洗い・消毒」などの基本的
な感染症対策を徹底し、感染拡大防止に努めましょう。

【３密回避のために】
○他の人と十分な距離（２m）を取りましょう。
○窓やドアを開けこまめに換気をしましょう。
○屋外でも密集するような運動は避けましょう（少人数の散歩やジョギングは大丈夫）。
○飲食店でも距離を取りましょう（大人数での会食は避ける、隣と一つ飛ばしに座る等）。
○会話をするときはマスクをつけましょう（5 分間の会話は咳１回と同じ）。
○電車やエレベーターでは会話を慎みましょう。

【発熱等の症状がある場合】
○まず、かかりつけ医等の身近な医療機関に必ず電話などで連絡をした上で、マスクを着用し、指定された時間を厳

守して医療機関の指示に従って受診をしてください。
○かかりつけ医がない場合などについては、近隣の診療・検査医療機関をご案内しますので、県の受診・相談センター
（029-301-3200）もしくはひたちなか保健所（029-265-5515）にご相談ください。

◆問：健康づくり推進課（73-1212）

2m 2m



常陸太田市からのお知らせ
＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-311119

◆
対
象
：
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
母
子
家

庭
・
父
子
家
庭
・
父
母
の
い
な
い
児
童

◆
祝
金
の
額
：
５
千
円

◆
申
込
期
限
：
２
月
12
日
（
金
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
印

鑑
と
通
帳
等
を
持
参
し
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＊
市
外
に
本
籍
が
あ
る
方
は
、
戸
籍
謄

本
等
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

＊
お
祝
い
会
に
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
子
ど
も
福
祉
課
子
ど
も
家

庭
係
（
内
線
１
４
５
）
／
各
支
所

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
児
童
を
対
象
に
お
祝
い
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
と
き
：
３
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
受
付　
午
前
９
時
45
分
）

◆
と
こ
ろ
：
総
合
福
祉
会
館

◆
対
象
：
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
・
父
母
の
い
な
い
児
童
と
そ

の
保
護
者

◆
申
込
期
限
：
２
月
12
日
（
金
）

◆
申
込
方
法
：
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
示
の
上
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
母
子
寡
婦
福
祉
会　
滑

川
（
０
９
０
‐
８
８
５
７
‐
９
０
９
８
）・

石
井
（
Ｆ
Ａ
Ｘ　
73
‐
０
１
８
２
）

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方

○
市
の
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い

な
い
方

○
入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し
た
い

方◆
受
付
期
間
：
２
月
１
日（
月
）〜
７
日

（
日
）消
印
有
効

◆
申
請
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
指
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
書
留
郵
便
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

◆
有
効
期
間
：
４
月
１
日
〜
令
和
５
年

９
月
30
日

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

物
品
役
務
等
の
入
札
参
加
資
格
の

申
請（
追
加
）を
受
け
付
け
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
へ

新
入
学
児
童
の
お
祝
い
会
を
開
催

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
へ

小
学
校
新
入
学
児
童
に

入
学
祝
金
を
贈
り
ま
す



常陸太田市からのお知らせ

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

市
で
は
、
業
務
の
繁
忙
状
況
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
次
の
職
種
に
つ
い
て
募
集
を

行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
期
間
内

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
予
定
日
：
４
月
１
日
（
木
）

＊
業
務
の
繁
忙
状
況
に
よ
り
４
月
１
日
以

降
随
時
採
用
と
な
る
職
も
あ
り
ま
す
。

◆
受
験
手
続
き
受
付
期
間

○
受
付
期
間
…
１
月
25
日
（
月
）
〜
２

月
12
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

＊
郵
送
の
場
合
は
、
書
留
郵
便
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
２
月
12
日
消
印
有
効
）

○
提
出
書
類

・
受
験
申
込
書

・
資
格
証
等
の
写
し
（
資
格
等
に
記
載

の
あ
る
職
種
に
限
る
）

＊
受
験
申
込
書
は
、
総
務
課
・
各
支
所

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
採
用

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

募集職種

一般事務

事務職（主に市役所および出先機関でのデスクワーク）

募集人数 時間額

870円～

資格　　・主な内容等 1日の勤務時間
（週の勤務日数）

6～7時間30分
（週3～5日）10人程度

・窓口業務・PC データ整理
・伝票処理・書類整理
・その他事務作業 など

介護保険調査員

専門職（資格や経験が必要な業務）

1,518円～5時間45分
（週5日）若干名

＊１日の勤務時間および週の勤務日数は、業務量の増減や学校・施設等の開設状況により変更となることがあります。いずれの職種も年齢
制限はありません。
＊ただし、地方公務員法第16条の規定に基づき、次のいずれかに該当する方は受験できません。○禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終
わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方○常陸太田市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過し
ない方○日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した方

◆募集業務および資格要件

　　保健師・看護師・准看護師または介護支援専門員のいず
れかおよび普通免許を有し茨城県認定調査員研修終了者
・訪問調査、調査記録の整理等

資

保育士・保育教諭 1,014円～7時間30分
（週5日）７人程度

1,123円～4時間30分
（週4～5日）若干名

児童発達相談員

放課後児童
クラブ支援員

896円～4時間30分
（週2～5日）

1,410円～7時間（週3日）若干名 　　社会福祉士、社会福祉主事、教員等
・児童発達相談業務
資

家庭児童相談員 1,410円～7時間（週3日）若干名 　　社会福祉士、社会福祉主事、教員等
・家庭児童相談業務
資

・児童クラブ支援員の補助

971円～4時間30分
（週3～5日）若干名

30人程度

　　保育士、社会福祉士、児童福祉事業従事者(２年以上)、教
員経験者等で、県が行う研修の修了者
・児童クラブ支援業務

資

調理師 896円～6時間
（週5日）若干名 　　調理師

・園の給食調理
資

労務職（主にデスクワーク以外が中心の業務）

用務員 870円～5時間45分
（月10日）５人程度 ・施設清掃、管理、維持、バスの添乗

民間交通指導員 896円～2時間
（月10日）若干名 ・立哨指導・巡回パトロール等

資

　　保育士、幼稚園教諭
・保育園・こども園での保育業務　早朝・夕方・障がい児・一
時預かり・支援センターでの保育

資　　放課後児童支援員の従事経験者、または教員等で管理
職経験者等
・児童クラブ責任者

資

20



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

◆
と
き
：
２
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
４
階
全
員
協

議
会
室

◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

◆
選
考
方
法
・
採
用
ま
で
の
流
れ

年
金
相
談

「
受
験
申
込
書
」
の
提
出
：
２
月
12

日
ま
で

採
用
：
４
月
以
降

２
次
試
験
の
結
果
は
、
３
月
下
旬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

第
２
次
試
験
（
個
別
面
接
試
験
）：

３
月
上
旬
〜
３
月
中
旬

候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
登

録
者
の
中
か
ら
、
職
員
の
欠
員
状
況

や
業
務
の
増
減
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で

の
勤
務
歴
等
を
考
慮
し
た
上
で
選
考

し
、
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

第
１
次
試
験
（
書
類
審
査
）：
２
月

下
旬
ま
で

会
計
年
度
任
用
職
員
候
補
者
名
簿

（
候
補
者
名
簿
）
に
登
録
す
る
た
め

の
書
類
審
査
を
行
い
ま
す
。

書
類
審
査
の
結
果
通
知
：
２
月
下
旬

〜
３
月
上
旬

会
計
年
度
任
用
職
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
（
合
格
者
の
み
）

名
簿
登
載
は
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
有
効

＊
必
ず
し
も
、
登
録
さ
れ
た
方
全
員
が

選
考
さ
れ
、
第
２
次
試
験
を
実
施
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
勤
務
条
件
等
：
勤
務
条
件
や
身
分
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
令
和
３
年
度
会

計
年
度
任
用
職
員
募
集
案
内
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
総
務
課
人
事
係
（
内
線

3
3
8
・
3
4
1
）
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民生委員・児童委員が12月１日付けで厚生労働大臣および県知事から、新たに2人が
委嘱されました。なお、お住まいの地域の民生委員・児童委員の連絡先は、社会福祉課
社会福祉係にお問い合わせください。
○島根 利幸さん（松栄町）　○益子 清一さん（上高倉町２区）
◆問 ： 社会福祉課社会福祉係（内線１４２）

新たに民生委員・児童委員が委嘱されました

受験申込書
募集案内



防災対策課（内線351）問

防災無線 ～故障かなと思ったら～

放送を聞くことができなかった場合

備えあれば
憂いなし！ 我が家の防災

市では、防災行政無線で緊急情報や行政情報などをお知
らせしていますが、最近防災行政無線が聞こえないという
相談が増えています。
故障かなと思ったら次のことを試してみてください。
・本体向かって右側側面のスイッチを一度「入 / 切」する。
・アンテナをまっすぐに立てる。
＊近くに電波を出す機器はありませんか。最近、無線
LAN を利用する家庭が増え、その電波が防災行政無線
の電波を妨害している場合が多くみられます。戸別受信
機と無線 LAN ルーターの距離を離してみてください

（Wi-fi などの何らかの電波を受信しているときは、電源 /
受信ランプがオレンジ色になっています）。
それでも聞こえない場合は、機器の故障が考えられますので防災対策課へお持ちください。受信機の点検を行い、
故障している場合には交換します（支所にお持ちいただいた場合は一旦お預かりします）。
また、放送終了後に雑音が入ったままになってしまう場合があります。その際には、受信機のスイッチを一度「入 / 切」
してみてください。

テレフォンサービスで、その日の放送を聞くことが
できます。 市ホームページからも確認できます。

電源 / 受信ランプ

緑色点灯

オレンジ色点灯

緑色点滅
（放送中はオレンジ色点灯）

なし

なし

ピー・ピー・ピー
（停電と同時に聞こえる）

電池切れランプ ブザー

放送待ち

放送中

停電中または
AC電源ケーブル抜け

無灯 ピー
（電源投入時に 5 秒間聞こえる）機器故障

乾電池電圧低下

オレンジ色点灯 ピピピピ・・
（放送前に 2 秒間聞こえる）緊急一括放送受信

赤色点滅 ピーピー・ピーピー・ピーピー
（放送終了時に聞こえる）

もう一度同じ放送を聞く場合………………………… を押してください。
前回の放送を聞く場合………………………………

電源／受信ランプ、電池切れランプ、ブザーについて
ランプやブザーは点灯時の色や鳴り方によって次のことを表しています。

を押してください。

再生メッセージの選択操作

72-8989 （通話料有料） 0120-189-891 （フリーダイヤル）

電話番号

市ホームページ

♯ 2
♯ 3

電源/受信ランプ電源/受信ランプ

電池切れランプ電池切れランプ

入
／
切
ス
イ
ッ
チ

入
／
切
ス
イ
ッ
チ
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愛保育園

み
ん
な
で
わ
ら
の
家
を

つ
く
り
ま
し
た
♪

み
ん
な
で

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

つ
く
っ
た
よ
！

木崎保育園



市内に住所を有する令和２年 3月生まれのお子さん（3月号掲載分）
2月10日（水）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。＊応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

令和３年は丑年！新年にかける抱負として、市内の「子育て上手」さんと「働き上手」さんにお話を伺いました。
そして丑年ということで、どちらも牛に関わる農家さんです。手塩にかけて育てる牛と一緒に、表紙を飾っていただきました。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

おめでとうございます

はじめての
お誕生日

菊池公介くん1 月20日生まれ／天下野町

こうすけ

村上智哉くん1 月28日生まれ／真弓町

ともや 根本心春ちゃん1 月29日生まれ／大森町

こはる海野陽菜子ちゃん1 月25日生まれ／瑞龍町

ひなこ

鈴木結月ちゃん1 月17日生まれ／寿町

ゆづき

鯉渕銀仁くん1 月10日生まれ／馬場町

ぎんじ

1月で１歳です

廣木冬真くん1 月22日生まれ／磯部町

とうま


